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災害と備蓄

令和７年９月

 まだ暑い日も多いですが、虫の声や澄んだ空に秋の気配を感じられるように
なってきました。秋はたくさんの食材が旬を迎えます。おいしくて栄養たっぷり
の旬の食材を食べ、夏の疲れを回復していきましょう。

　秋分は、春分と同じく、昼と夜の長さが等し
くなる時季で、彼岸として先祖のお墓参りをし
ます。
 彼岸には、米ともち米を混ぜて炊いたものを
丸めて、あんで包んだものを食べます。秋はつ
ぶあんを使い、春はこしあんを使います。
 秋は萩の花に由来した『おはぎ』、春は牡丹
の花に由来した『ぼたもち』と呼ばれています。
あずきは古くから邪気を払う効果が
ある食べ物として食べられています。

お彼岸

 ９月１日は「防災の日」です。台風や豪雨、地震など災害について認識を深め、家
庭での備蓄を点検してみましょう。一般的に食品の備蓄は３日～１週間分とされてい
ます。ただし、ミルクや離乳食が必要な子どもや、食物アレルギーへの配慮が必要な
子どもがいる場合は、２週間分を備蓄しておくと安心です。
 また、日ごろ食べているものを多めに備え、ふだんの食事で消費しながら、食べた
ぶんを買い足す「ローリングストック」がおすすめです。

 ９月から使用する主な食材 
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